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パーパス

企業行動原則
エプソングローバル社員行動規範

エプソンの価値観・行動様式
エプソンウェイ

経営理念
EXCEED YOUR VISION

社 会

「省・小・精」から生み出す価値で
人と地球を豊かに彩る

エプソンの存在意義・志
パーパス

Epson 25 Renewed　 環境ビジョン2050

パーパス実現のための戦略
ビジョン

私たちのパーパス

エプソンは、豊かな自然や文化に恵まれた信州で誕生しました。 
そんな私たちが抱き続けてきたもの、それは「省・小・精」の技術で、人々の暮らしを豊かにしたいという想い、 
そして、自然の豊かさを守り、未来へつないでいきたいという強い想いです。
これまで世界に先駆けてフロンを撤廃するなど、つねに社会課題に目を向け、誠実に取り組んできました。
そのなかで追求してきたエプソン独自の「省・小・精」。 
大きいこと、量が多いことだけが豊かさではない。省くこと、小さくすること、精緻さを突き詰めること、 
これこそが、自然環境にやさしく、人々のこころを豊かにできるものだと信じています。 
「省・小・精」から生み出す、より大きな価値で、人と地球を豊かに彩っていきたい。
私たちは、そんな想いを実現していきます。

エプソングループのあらゆる企業活動の中心にはパーパスが
あります。エプソンウェイの普遍的な考え方である経営理念を
礎とし、ビジョンを実現することで社会へと新しい価値を提供
します。

■理念体系
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社内浸透の取り組み
■  浸透活動ロードマップ

■  ２０２２・20２３年の主な活動

■  社内浸透活動

パーパスの浸透は、パーパスへの理解（Understand）、パーパスへの
共感（Believe）、パーパスに基づいた自律的行動（Live）を基本の考え
方とし、3カ年の浸透計画を策定しています。定期的なエンゲージメント
サーベイなどから浸透状況をモニタリングし、浸透活動を進化させて
いきます。
パーパスを制定した2022年度は、方針大会やeラーニング、社内報

での情報発信を通して、従業員のパーパスへの理解・納得を深める
施策を実施してきました。
2023年度は、パーパスへの理解・共感にフォーカスし、経営層から

のメッセージ発信や社内研修、職場でのワークショップ等により、
「エプソンのパーパス」と「個人のパーパス」の重なる部分である「My 
Purpose in Epson（エプソンにおける個人のパーパス）」を見つける
ための施策を実施しています。今後も、従業員がパーパスを理解し、
自分事化し、パーパスに基づいた自律的な行動へ反映できるような
施策を継続的に実施します。

従業員のパーパスへの理解、自分事化を目的として、経営層の
パーパスへの想いやMy Purpose in Epsonを方針大会、社内報、
ビデオなどでグローバル全従業員へ伝え始めました。経営層自ら
が語ることで、一般社員の理解・納得を醸成し、自身のパーパスを
考える気付きになるよう期待しています。

経営からのメッセージ発信

Understand
パーパスへの理解・納得

Believe
パーパスへの共感

（パーパスの自分事化）

パーパス
浸透の考え方

Live
パーパスに基づいた自律的行動

（仕事への反映）

モニタリング
浸透状況を確認し、
活動をアップデート

グループ各拠点での社長の小川によるパーパス講話および従業員との対話会

社内報、イントラでの継続的な情報発信

eラーニング 経営からの
メッセージ発信

社員研修での
ワークショップ

パーパス月間
グループ全職場での
My Purpose in Epson

ワークショップ
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社内浸透の取り組み

Epson Precision（Philippines）, Inc.

Maria Louisa Silang

Printer Warehouse Innovation,
Department Manager

■グローバル・インキュベーション・セミナー

グローバル・インキュベーション・セミナー（GIS）は、世界各国・ 地域の現地法人における次世代
リーダー層を対象に、エプソンのパーパスや価値創造ストーリーを共有し、自組織の役割、取り組む
課題を考える力を養う研修プログラムです。経営層を対象としたグローバル・エグゼクティブ・
セミナー（GES）と共に、世界各地で事業を支えるリーダー層の育成を続けており、1999年以来
受講者は合わせて400人を超え、現在海外現地法人で代表者を務める現地人材８名のうち７人が
これらのセミナーの受講者です（2023年8月現在）。
2019年度から2021年度はCOVID-19のため開催を中止しましたが、2022年度は２月末から

３月末にかけてオンラインで再開し、世界14カ国から３９名の受講者が参加しました。受講者は研修
で学んだパーパスについて、研修期間中にそれぞれの職場にてワークショップを実施し、個人や
職場のパーパスについての意見交換会を行いました。研修の終盤には、経営層との直接的な
コミュニケーションを通して長期ビジョンや事業戦略に関する理解を深め、地域・機能・事業の異なる
受講者それぞれの課題や取り組みを相互に共有し、受講者自身がどのようにエプソンの価値を生み
出すかを考え、行動計画を経営層へ宣言しました。
今後もこうした研修を継続的に実施することで、世界各国・地域の多様な人材がさらに能力を
伸ばし、次世代のエプソンを支える原動力になることを目指します。

GISに参加できたことを大変うれしく思っています。この
研修に参加できたことは、一生に一度の経験であると胸を
張って言えます。研修を通して、環境を大切にする、顧客満足
を追求するというエプソンのパーパスや思いについて深く
理解することができ、自らの考え方や視点を変えながら、
組織の新しい目標をつくるきっかけとなりました。GISに参加
したことで、今まで以上に情熱と意欲をもって、エプソン
でのキャリアを歩んでいきたいと思いました。

■ GIS・GESのターゲット層

■ 最終発表会

GIS参加者のコメント

President

Directors

Department Managers

Senior Managers

Managers

GES

GIS
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社内浸透の取り組み

エプソンにおける個人のパーパス「My Purpose in Epson」

■新入社員研修

2023年度新入社員研修の中でパーパスワーク
ショップを実施し、合計344名の皆さんにMy 
Purpose in Epsonを考えてもらいました。エプソン
グループの理念体系とパーパスについて解説を
受けたあと3人一組のグループを編成し、お互いに
インタビューし合いながらパーパスの深掘りを進め、
新入社員それぞれがMy Purpose in Epsonを考えました。最後に各研修会場から代表者に
よる発表を行い、お互いのMy Purpose in Epsonを共有しました。

■関係会社・海外現地法人への浸透

パーパス制定後、パーパスへの理解・共感
を目的とし、社長の小川自ら関係会社・海外
現地法人それぞれにパーパス講話を順次
実施しています。現地では、パーパス講話以
外にも、現地社長との対話会、管理職との
対話会、一般社員との対話会を開催し、パー
パスへの理解を深める機会とするとともに、
グローバルでのパーパス浸透に対する課題
を抽出し、浸透施策へ反映しています。

・ 社会と人の暮らしを豊かにする価値と製品の創造。
・ 人とのつながりにより新たな常識をつくり出す。
・ 人々の暮らしがより良いものになるよう、さまざまな視点で物事を考える。

　パーパスやその根本となる社会課題に目を向け、自分事として取り組めるような機会づくりを
続けていきます。

　新入社員が考えたMy Purpose in Epsonの一例

My Purpose in Epson
エプソンにおける個人のパーパス

エプソンのパーパス 個人のパーパス

　「エプソンのパーパス」と「個人のパーパス」が重なる部分を、「My Purpose in Epson
（エプソンにおける個人のパーパス）」と定め、My Purpose in Epsonを考えることで、
エプソンで働く目的や意義を改めて考える機会にしてもらいたいと考えています。現在、
研修やワークショップなど従業員間での対話活動も進んでおり、その中で「対話からお互い
の理解が深まった」「My Purpose in Epsonを考えた過程を共有することが大事」、などの
意見や提案がされています。このような意見も活動に反映させながら、従業員がパーパス
をより広く・深く、自分事化できる活動を継続的に行っていきます。
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